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【提出用】

移動を”はかる”

媒介中⼼性の分布

ビジビリティ評価

凸空間の列挙

視認性を”はかる”

他者との活動の前提を”はかる”

研究と設計の⾮対称性の克服を⽬指して

空間に満遍なく散りばめられた点群を⺟点
とするドロネー網を構成すれば，任意の2点
間の最短経路が近似的に求められるように
なります．この⼿法は，障害物の配置に関
わらず最短経路を⾼速に求めることができ
るため，距離が⽀配的となる空間解析全般
に適⽤可能です．

任意の2点間を結ぶ線分と障害物の衝突判定
を⾏えば，集合住宅などで問題となりやす
い⾒合いやプライバシーを定量的に評価す
ることができます．この⼿法では，⾒る/⾒
られるの関係を変化させることで，ランド
マークや空，緑などの可視量評価にも応⽤
可能となります．

障害物近傍の点群から可視グラフを構成す
ることで，凸空間を抽出することができま
す．凸空間内では全ての⼈が互いに⾒通せ
るため，建築空間に埋め込まれた凸空間を
全て抽出することができれば，会話等他者
の存在が前提となる活動が⽣じ得る場所を
把握することが可能となります．

建築を[距離,視覚,形態]情報の分布
と捉えれば，設計はこれらの分布
を決定する⾏為と⾔うことができ
ます．私たちは，研究を順⽅向の
問題，設計を逆問題として考える
ことで研究と設計を可逆的に接続
させることを⽬指しています．
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Ⅰ-2. 3次元極座標を⽤いた視環境記述

Ⅰ-1. ランダムドロネー網を⽤いた空間解析

Ⅰ-3. 可視グラフを⽤いた凸空間の列挙

ある場所がどこにあり，どれ位広く，どの様な形状で，そこから何が⾒
えるかといった空間情報は，その場所で⾏われる活動と密接な関係にあ
ります．例え同じ部屋の中でも場所によってそれらの空間情報は異なる
ため，適切な情報把握が空間の分析や設計には不可⽋になります．私た
ちは，点群を空間に満遍なく散りばめ互いに接続することで，空間を綿
密に”はかる”ための表記法を開発し，建築空間を空間情報の分布と捉え
ることで何が可能かについて研究しています．

Ⅰ．新しい空間表記法

Ⅱ．逆問題解析としての建築設計
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共用部のビジビリティ成分（Rays/㎡）
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